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令和２年度 総合計画進行管理対象主要事業の進捗状況について 

（１０月末現在） 

 
■ 緊急的かつ分野横断的なもの 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

１ 

新型コロナウイルス感染

症対策の推進 

 

（新型コロナウイルス感

染症危機対策本部） 

 

●感染症の拡大防止等 
 ◆検査体制の強化 
⇒ 宇都宮市ＰＣＲ検査センターの開設 
５月 ＰＣＲ検査センター開設【検査実績計１，３１９件】 

⇒ 唾液採取による出張ＰＣＲ検査体制の確立 
９月 臨時の出張検査を実施【検査実績：６３件】 

⇒ 必要に応じた無症状者への検査等の実施 
１０月～妊婦への分娩前ウイルス検査の実施【検査実績：１０件】 
⇒ 検査能力の拡充 
４月 帰国者・接触者外来の拡充【６医療機関】 
５月 市衛生環境試験所にＰＣＲ検査機器の追加配備【計４台】 

ＰＣＲ検査の外部機関への業務委託【１機関】 
【検査人数(市)：４月～１０月 ３，１９７人】 

行政検査の医療機関への業務委託  
【検査人数(委託)：５月～１０月 ５，３０８人】 
【参考：医療機関 ７７機関（１１月９日時点）】 
【参考：検査可能人数／日 １，１００件以上（１１月９日時点）】

 
◆学校における感染症対策 

⇒ 感染症対策に必要な物品の配備 
６月～保健衛生物品（消毒液等）を全校に配付【９３校】 

 ８月～各学校に必要物品を配付（消毒用アルコール，手洗い石けん液，非接触式体温計，サーキ

ュレーター，空調服等） 
１０月 学校に追加希望物品調査を実施 
 
◆地域公共交通における感染症拡大防止対策 

⇒ 路線バス，タクシー事業者に対する支援 
７月～「宇都宮市地域公共交通感染症拡大防止対策事業費補助金」の創設・申請受付 

    車内消毒等の拡大防止対策【申請件数：路線バス １社 タクシー ２３社】 
    混雑緩和対策（路線バス増便）【申請件数：路線バス ２社】 
（参考）１０月時点の路線バス運行本数 ７月比１０５％ 

 
●経済対策の推進 

 ◆雇用維持と事業継続のための支援 

⇒ 新型コロナウイルス感染症対策特別資金の創設 

３月 申請受付の開始【申請：１，５３９件】【申請額：１４，４９８，７１８千円】 

 ８月 申請期間の延長決定（８月末まで⇒１２月末まで） 

⇒ 企業等応援助成金の創設 

４月 申請受付の開始【申請：８，４４０件】 

⇒ 農業応援助成金の創設 

５月 申請受付の開始【申請：個人１３件 法人８件】 

⇒ 新業態開拓等支援補助金の創設 

５月 申請受付の開始 

令和２年１１月２６日 

総合政策部 政策審議室



2 

⇒ 家賃減免支援補助金の創設 

６月 申請受付の開始【申請：１６５件】 

⇒ 家賃支援助成金の創設 

８月 申請受付の開始 

９月 申請受付終了【申請３６８件】 

⇒ 市民活動団体応援助成金の創設 

５月～申請受付の開始【申請２７件,交付２３件，交付額２，２５０千円】 

     

 ◆経済活動の回復に向けた消費喚起策の実施 

⇒ プレミアム付き飲食券事業の実施 

６月 飲食券の販売・利用開始 

９月 早期利用特典の引換終了【早期利用特典引換数２０万枚】 

飲食券の販売終了（完売）【飲食券販売数４０万冊】 

１０月 取扱店の募集終了【取扱店数１，５１２店舗】 

１２月 飲食券の利用期限（１２月２８日まで） 

 

 ◆観光需要の回復に向けた取組の実施 

⇒ 観光誘客促進事業の実施 

５月 観光推進委員会設立 

７月 観光需要回復促進事業補助金の申請受付開始【交付：４件】 

８月～コロナ禍における観光誘客促進事業を展開 

 

●市民の生活支援の推進 

 ◆市民生活の安定化に向けた取組の着実な推進 

⇒ 特別定額給付金の給付 

５月 オンライン申請受付及び支払開始 

８月 給付金申請締切 

【給付状況】 

 世帯 人 

オンライン申請 10,219 4.3% 25,158 4.8% 

郵送申請 226,623 95.2% 495,011 94.9% 

合計 236,842 99.5% 520,169 99.7% 

※給付済額：５２０億１，６９０万円 

※総世帯数：２３７，９８５世帯 総人数：５２１，６８４人 

⇒ うつのみや１７・１８応援給付金の支給 

８月 申請書の発送，申請受付の開始（受付期間３か月） 

９月 給付金の支給開始（申請から１か月を目途に支給） 

【給付状況】 

・ 申請書受付数  ７，７６９件 

・ 支給件数    ６，５４９件 

・ 支給金額   ６５，４９０千円 

⇒ うつのみや赤ちゃん応援特別給付金の支給 

１０月 申請書の発送，申請受付の開始 

    給付金の支給開始（申請から１か月を目途に支給） 

【給付状況】 

・ 申請書受付数     ９１８件（１０月９日まで受付分） 

・ 支給件数       ９１８件 

・ 支給金額   ９１，８００千円  

⇒ 国のマイナポイント事業に併せた本市の上乗せポイント付与 

９月  上乗せポイント付与事業開始【ポイント付与人数：４，２６０人（９月末現在）】 

３月末 上乗せポイント付与事業終了（予定） 

 

◆生活困窮者に対する支援 

⇒ 住居確保給付金の対象範囲の拡大 

４月 国による給付対象者の拡大，給付要件の緩和 

４月～申請受付 【申請件数：３５４件】 

⇒ 生活困窮者自立相談支援事業の実施 

４月～【相談件数：２，８４１件】 
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⇒ 解雇等により住居の退去を余儀なくされる方への市営住宅の入居措置 

４月～ 市営住宅の提供【２０戸】 

 

 ◆情報発信の充実 

⇒ 臨時記者会見の開催 

３月～市長による臨時記者会見【開催：９回】 

⇒ 市長動画の作成 

４月～動画の掲出【５回】 

⇒ 広報うつのみやによる特集 

５月～広報紙への特集記事の掲載【６回】 

７月 広報うつのみや臨時号の発行【発行部数：１６５，０００部】 

⇒ 新型コロナ生活相談センターの開設 

 ４月 専用電話を設置【相談件数：４４０件】 
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Ⅰ 「子育て・教育の未来都市」の実現に向けて（子育て・教育・学習 分野） 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

２ 

子育てと仕事の両立支援

の充実 

 

（保育課） 

 

 

●保育需要に対応した供給体制の確保等 
◆教育・保育施設の施設整備 

⇒ 既存施設の活用による供給体制の確保 
５月～認定こども園・保育所の整備事業者の募集・選定（１回目） 
７月～認定こども園・保育所の整備事業者の募集・選定（２回目） 

 
◆「利用定員の弾力化」の活用 

⇒ 定員の弾力化  
４月～ 各施設における入所の受入【入所率：１１１．８％】 
 

●保育士等の確保・育成 

◆保育の担い手である保育士の着実な確保 

⇒ 「とちぎ保育士・保育所支援センター」活用による保育士確保や新たな支援策の検討 

４月 東京圏養成校向けの情報提供を実施【対象：７校】 

５月～子育てＬＩＮＥ「教えてミヤリー」や自治会回覧によるセンター事業の周知 

７月 就職フェアの開催【参加者：１３６名】 

１０月 「保育のお仕事ＰＲ動画」（市作成）を市内高等学校に配布【校数：１０校】 

                 【保育士・保育所支援センターを通した市内就職者２５名】

 

３ 

子どもを守り育てる支援

の充実 

 

（子ども未来課） 

（子ども家庭課） 

●子どもの貧困対策プロジェクトの推進 

◆親と子どもの居場所づくり事業スキームの構築 

◆貧困の連鎖を断ち切るための市民理解の促進 

⇒ 親と子どもの居場所づくり事業のモデル事業の実施及び子どもの貧困についての周知・啓発 

４月～「親と子供の居場所」のモデル事業実施に向けた準備 

９月 モデル事業開始（市内２か所）【利用登録組数：７組，５組】 

●総合的な児童虐待防止対策の強化 

◆行政の関わりの少ない子育て家庭の把握・支援の強化 

⇒ 満４歳未就園児全戸訪問の実施 

６月 広報紙６月号掲載 

７月 訪問等開始【対象：１２８件】 

１０月 訪問等完了（継続的支援を必要とする家庭がないことを確認） 

●ひきこもりに悩む本人や家族の把握・支援の強化 

◆ひきこもりに悩む家族等への支援強化 

⇒ ひきこもり本人・家族の当事者団体が実施する「ひきこもり本人・家族の居場所づくり事業」

に対する支援制度の創設 

４月～居場所づくり事業（カフェ苺屋，宇都宮若者の居場所）拡充 

    新型コロナウイルス感染症拡大防止のため休止 

６月～居場所づくり事業再開 

７月 「ふらっぷだより」自治会回覧にて居場所づくり事業の周知 

【利用者累計：１８３人（９月末時点）】 

⇒ 県が実施した「見える化調査」への対応 

７月～「見える化調査」の分析 

９月 調査結果を踏まえた今後の取組のあり方について検討開始 

 

４ 

教育環境の充実 

 

（学校教育課） 

（文化課） 

（生涯学習課） 

（学校管理課） 

（学校健康課） 

（教育センター） 

 

●宇都宮学の推進 

◆「宇都宮学」に係る副読本や教師用指導資料等の作成 

⇒ 中学校版「宇都宮学」副読本等編集委員会での内容検討 

５月～「宇都宮学」編集委員会の開催（副読本及び指導計画について） 

 

◆「宇都宮学」の実施 

⇒ 編集委員会による年間指導計画モデルプラン等の作成 

⇒ 各小学校への取組促進及び次年度実施に向けた中学校への情報共有 
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◆市民に向けた「宇都宮学」の取組 

⇒ 小学校版「宇都宮学」副読本の市ＨＰ掲載 

４月～市ＨＰでの小学校版「宇都宮学」副読本公開開始 

⇒ 小学校版「宇都宮学」副読本の図書館等での貸し出し 

４月～市内図書館及び生涯学習センターでの副読本貸し出し開始 

 

●ＧＩＧＡスクール構想の実現 

◆児童生徒１人１台端末が利用できる環境の整備 

⇒ 高速大容量の校内通信ネットワークの整備 

５月～校内通信ネットワークの環境整備【全小中学校：９４校】 

⇒ １人１台端末の計画的な導入 

６月～端末の取得に向けた手続き等【端末：４３，１７９台】 

⇒ 家庭での通信環境支援 

 ９月～家庭での通信環境の支援方法について検討 

 

◆これからの時代に求められる資質・能力の確実な育成 

⇒ まなびポケット全児童生徒１人１アカウント配布 

５月 まなびポケット配布開始 

７月 オンラインによる教職員研修実施（教育センター） 

 

●快適な教育環境の創出 

◆学校施設(校舎・体育館，給食施設，空調)の計画的な整備・更新 

⇒ 学校施設の長寿命化 

７月～明保小学校体育館長寿命化改修工事実施設計 

８月～篠井小学校体育館長寿命化改修工事（～令和３年７月予定） 

⇒ 中学校体育館への空調設置 

６月～事業スキームの検討 

１０月～業者からの提案募集 

１２月 設置業者の決定（予定） 

 

５ 

宮っ子ステーション事業

の充実 

 

（生涯学習課） 

◆子どもの家等事業の新運営体制への円滑な移行 

⇒新たな運営主体への業務の円滑な引継ぎ 

４月～新たな運営主体の選定に向けた詳細設計 

 ６月 公募開始・現地見学会開催 

１１月 候補者の決定・公表（予定） 

１２月 指定管理者の指定に関する議案の提案（予定） 

 １月～業務の引継ぎ（予定） 

 

◆事業実施場所の確保 

⇒子どもの家の施設整備や指導員の確保 

４月～令和元年度中に新たに確保した事業実施場所と指導員体制で事業開始 

（令和２年度 事業実施場所 １７４箇所，指導員数 ３５１人） 

７月～令和２年度新設の施設整備着手（明保小，ゆいの杜小） 

１２月 令和３年度利用申込み状況調査（予定） 

１２月～令和３年度利用児童数の確定に伴う事業実施場所確保のための再調整（予定） 

 

６ 

スポーツ環境の充実 

 

（スポーツ振興課） 

（総務広報課） 

（競技運営課） 

●北西部地域への体育施設整備推進 

◆施設機能の精査及び建設候補地の選定 

⇒ 施設機能の精査，建設候補地の検討 

４月～施設機能・規模の検討，建設候補地の選定に向けた検討 

 

●国民体育大会・全国障害者スポーツ大会の開催準備 

◆市民総参加による大会開催準備の推進 

⇒ 市実行委員会の運営 

５月 総会（令和２年度事業計画，収支予算の承認等） 

    宿泊衛生専門委員会（医療救護対策要項の策定等） 

 ８月 弁当部会（弁当調製施設選考基準及び募集要領の策定等）（～１０月） 

１０月 総務企画専門委員会 
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（炬火イベント実施要項，ボランティア募集要項，売店設置運営要項の策定等） 

⇒ 大会開催の広報活動や市民運動の推進 

４月 広報サポーター・広報ボランティアの募集開始 

    応援メッセージ付きカウントダウン写真の一般募集開始 

５月 工業高校へのカウントダウンボード製作依頼 

国体開催周知１５秒ＣＭ制作・ホームページ等で公開 

７月～既存イベント・講座等と連携したＰＲ活動の実施（～１０月） 

（ブレックスアリーナスポーツフェスティバルなど９回） 

８月 市有施設へのポスター・のぼり旗の設置 

地区巡回ＰＲ展示の実施（８月：清原地区，９月：本庁舎，１０月：国本地区） 

１０月 芸術系の大学・専門学校への手作り応援のぼり旗制作依頼 

 

◆円滑な競技会運営に向けた準備 

⇒ 競技会場整備等 

４月 屋板運動場庭球場人工芝張替実施設計 

６月 栃木県市町競技施設整備補助金交付決定 

７月 屋板運動場庭球場クラブハウス新築工事契約 

９月 清原体育館バリアフリー化工事，空調整備工事契約 

屋板運動場庭球場人工芝張替工事契約 

屋板運動場庭球場照明改修工事完了 

⇒ 配宿業務の実施 

７月 日本スポーツ協会国体委員会において宿泊料金の決定 

８月 競技団体本部宿舎等に係る調査実施（県・市） 

１０月～宿泊実態調査開始（県・市） 
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Ⅱ 「健康・福祉の未来都市」の実現に向けて（健康・福祉・医療 分野） 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

７ 

健康づくりの推進 

 

（健康増進課） 

（保健予防課） 

（保険年金課） 

●受診率向上対策の推進 

◆ＡＩの活用や集団健診予約システムの機能拡充による健診受診率の向上 

⇒ ＡＩを活用した特定健診等の受診勧奨（＊） 

６月 事業者と業務委託契約を締結 

９月 受診勧奨通知の発送【発送：５０，０００通】 

    電話勧奨の実施  【勧奨：１，０４４人】 

３月 受診勧奨の評価（予定） 

＊ 過去の特定健診の受診履歴，性別や年齢等のデータを基に，ＡＩを活用した統計解析により対

象者をタイプ別に分類し，はがきのメッセージを変更して行う受診勧奨 

⇒ 健診メニューのパッケージ化と集団健診予約システムの機能拡充 

７月 健診内容と集団健診予約システムの課題整理他自治体の状況調査 

８月～健診メニューのパッケージ化を検討 

    「健康づくりのしおり」の記載内容の見直し 

１０月～集団健診予約システムの機能見直し 

    予約しやすいシステムの調達に向けた検討の実施 

 

●地域・職域連携による健康づくりの推進 

◆健康づくりに取り組む事業所の拡大 

⇒ 事業所における健康づくりを促進する取組の実施 

６月～第１回地域・職域連携推進協議会（今年度の事業計画） 

    栄養士等の専門職を派遣した健康講座の実施【講座：７回】 

７月～協議会構成団体等の既存事業と連携した健康教育の実施 

９月～健康づくり事業者表彰の募集（～１０月） 

１２月 第２回地域・職域連携推進協議会（今年度の進捗状況）（予定） 

１月 健康づくり事業者表彰式及び働く人の健康づくり講演会（予定） 

 

●健康ポイント事業の推進 

◆市民の積極的な参加促進 

⇒ 市民の積極的な参加を促進する取組の実施 

４月～市ホームページ，市広報紙を活用した事業周知 

各種関係団体等と連携した事業周知 

    アプリ参加者のポイント交換開始 

６月～活動記録票参加者のポイント交換開始 

１１月～抽選物品の配布開始（予定）【目標人数：２２，０００人（令和４年度末）】 

【参加人数：２１，９４２人（９月末）】 

 

◆歩数を増加させるための仕掛けづくり 

⇒ アプリのチェックポイントを活用した歩かせる仕掛けづくりの実施 

４月～各地区ウォーキングマップを活用したウォークラリーの開催【開催：全２８回予定】 

１０月 目標活動量達成ポイント倍増キャンペーンの実施 

３月 目標活動量達成ポイント倍増キャンペーンの実施（予定） 

 

８ 

地域包括ケアシステムの

深化・推進 

 

（高齢福祉課） 

（保健福祉総務課） 

（健康増進課） 

 

●地域共生社会の実現に向けた取組の推進 

 ◆保健福祉サービスの充実・強化 

⇒ (仮称)共生型地域包括支援センターの設置及び保健福祉拠点の充実・強化に向けた検討 

 ◆ひきこもり等の複合化した事案に係る保健と福祉の相談体制の充実 

⇒ ワンストップで受け止める相談窓口の周知及び連携強化 

⇒ 迅速かつ的確な支援につなげるためのスキームづくり 

４月 保健と福祉の相談の実施内容の再周知 

相談内容等を関係各課で共有するためのツール（つながるシート）の暫定利用開始 

６月 つながるシートを使用した関係課による対応策検討の試行的実施 
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●認知症対策の推進 

◆認知症が疑われる方への初期対応の充実 

⇒ 認知症初期集中支援チームの対応力の向上に向けた研修・事例検討会の開催 

⇒ 医療・介護等の関係機関との役割分担・連携方法の検討 

６月 地域包括ケア推進会議認知症対策部会（書面開催）（令和２年度の取組内容について） 

９月～もの忘れ相談会の開催【開催日数２日，相談２６件】 

１１月 地域包括ケア推進会議第２回認知症対策部会 

（もの忘れ相談会の取組結果の報告及び意見聴取）（予定） 

 

◆認知症サポーターの養成及び活動支援の充実 

⇒ 認知症サポーターの養成のほか，認知症サポーターを具体的な支援活動に繋げるための取組の

実施 

４月～認知症サポーター養成講座の開催【受講者：３８２人】 

６月 地域包括ケア推進会議認知症対策部会（令和２年度の取組や今後の施策について） 

１１月 認知症パートナー養成の「認知症サポーターステップアップ講座」の開催（予定） 

２月 認知症キャラバン・メイトフォローアップ研修の開催（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高齢者の日常生活支援の充実 

◆生活支援体制整備事業の推進（第２層協議体の設置促進，運営支援） 

⇒ 第２層協議体の取組事例等を整理した手引きなどを活用した第２層協議体の設置促進 

⇒ 第２層生活支援コーディネーターの配置支援 

４月～ 第２層協議体設置に向けた勉強会の開催 

６月～ 地域包括ケア推進会議生活支援部会の開催 

【第２層協議体設置 ２５地区（前年度末から６地区増加）】 

●介護人材の確保 

 ◆安定的な介護人材の確保に向けた施策の立案・実施 

⇒ 若年層の介護人材確保に向けた調査や人材確保策の検討 

６月 第１回栃木県介護人材確保対策連絡調整会議への参画 

７月～市内の介護福祉士養成機関への実態調査及び一部の介護福祉施設へのヒアリング調査の 

実施（若年層の介護人材の就労状況等について） 

 ９月 県が実施している若年層を対象とした介護人材確保対策事業の実績調査・分析 

 

◆介護予防・日常生活支援総合事業の推進 

⇒ 「訪問型サービスＡ」の従事者養成に向けた研修の開催や参入意向がある事業者と研修修了者

のマッチングの実施，ＮＰＯや各種団体などに対する「訪問型サービスＢ」事業参入の推進 

６月～各種団体等への事業説明 

７月～訪問型サービスＡの従事者養成研修の実施【実施：２回，２１人】 

●高齢者施設の整備促進 

◆高齢者施設の着実な整備 

⇒ 適正な公募・事業者選定・工事進捗確認の徹底 

＜広域型特別養護老人ホームの整備＞【繰越・増設：４０床】 

６月 完了検査の実施 

８月 運営開始 

＜地域密着型サービスの整備＞ 

・認知症高齢者グループホーム【３６床】 

９月～ 工事着工 

・（看護）小規模多機能型居宅介護【１事業所】 

４月 整備事業者の募集開始 

７月 整備事業者の受付（応募なし） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護【１事業所】 

４月～事業開始に向けた準備 

３月 運営開始（予定） 

（参考） 
【認知症サポーター】 認知症について正しく理解し，認知症の人やその家族を温かく見

守る応援者 
【認知症パートナー】 認知症サポーターステップアップ講座を受講し，傾聴やレクリエ

ーション活動などの具体的な支援活動を行う認知症サポーター 
【認知症キャラバン・メイト】 「認知症サポーター」を養成する「認知症サポーター養

成講座」を開催し，その講師役を務める者 
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Ⅲ 「安全・安心の未来都市」の実現に向けて（安心・協働・共生 分野） 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

９ 

総合的な治水・雨水対策の

推進 

 

（河川課） 

（道路保全課） 

（農業企画課） 

（農林生産流通課） 

（公園管理課） 

（下水道建設課） 

（下水道管理課） 

（工事受付センター） 

（危機管理課） 

●総合治水・雨水対策基本方針に基づく先行事業の着実な推進 

※ 先行事業については，当初の目標貯留量である約２０万 を大きく上回る約３３万 の貯留

量を確保 

<治水（流す）対策> 

◆浸水被害への対策の推進 

⇒ 水門や樋管の修繕及び操作・運用方法の確認 

４月 現地調査（水門等箇所確認） 

５月 利用実態，損傷度調査【１１箇所】 

９月 操作方法及び河川増水時の対応への考え方を整理 

⇒ 千波地区における雨水放水路の貯留施設の活用 

４月 現地調査 

７月 雨水放水路の貯留化仮設工事完了 

１０月 貯留化に向けた対策手法の決定 

 

<流域（貯める）対策> 

◆効果的・効率的な雨水貯留の推進 

⇒ 水上公園暫定貯留浸透施設整備工事の実施 

６月 水上公園暫定貯留浸透施設整備工事の完了 

⇒ 学校等の施設内における雨水貯留の実施 

４月 雨水貯留タンク設置工事の着手 

７月 校庭貯留の雨水貯留工事一部完了，貯留タンク設置完了【小中学校：６３校】 

⇒ 雨水貯留・浸透施設設置費補助制度の拡充及びＰＲ活動 

４月 事業所･集合住宅を補助対象に拡充し，制度を広報紙等でＰＲ 

５月～建築関係機関，駐車場管理会社，貯留・浸透施設メーカー，事業者関係団体等へ制度案内

１０月 上下水道事業懇話会においてＰＲ方法について意見聴取 

 

◆田んぼダムの普及に向けた農業者等の理解促進・実効性の高い実施体制の構築 

⇒ 田んぼダムの普及促進 

５月 地区説明会の実施 

６月～協力農業者への意向調査 

    排水調整マスの設置，調整資材等の支給 

７月 土地改良区との協力協定締結 

９月 田川流域における効果分析に向けた現地測量等の実施 

１０月 田川流域の農業者に対するアンケート調査の実施 

 

◆安全かつ適正な放流実施体制の構築 

⇒ 赤川ダム試験放流の実施 

４月～試験放流に向けた実施体制の構築 

７月 赤川ダム試験放流 

８月 土地改良区との「赤川ダム管理協定」の締結 

 

<減災・水防（防ぐ・備える）対策> 

◆市民の危機意識の醸成 

⇒ 令和元年度東日本台風の浸水深さの電柱等への表示の実施 

４月 浸水被害等の情報収集 

９月 電柱等への表示板の取付工事完了【取付：２６箇所】 

⇒ 内水ハザードマップ作成のための浸水解析調査の実施 

 ６月 浸水解析調査業務の発注 

⇒ 洪水，土砂災害ハザードマップの改訂 

 ９月～洪水ハザードマップ作成業務委託契約 

１０月～土砂災害ハザードマップの改訂作業開始 
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●溢水・浸水被害等の解消に向けた中長期的な取組の推進 

◆総合治水・雨水対策基本方針に掲げた目標実現に向けた具体的取組の検討 

⇒ 「(仮称)総合治水・雨水対策推進計画」の策定 

７月 推進計画の策定に向けた委託業務契約を締結 

    「一級河川田川における宇都宮市街地の浸水対策検討会」参加（参加者：県，市） 

８月 「鬼怒川・小貝川上流流域治水協議会」参加 

 

<治水（流す）対策> 

◆奈坪川整備の円滑な推進  

⇒ 計画的な用地取得と工事の推進 

４月～競輪場通り橋梁工事（継続事業） 

 ９月 ２橋（今泉新町）の橋梁工事発注 

１０月 分流施設設計業務委託発注 

 

◆雨水幹線整備工事の着実な実施 

⇒ 雨水幹線の計画的な整備 

【平出工業団地関連排水区】 

４月～越戸川６号幹線（鬼怒通り部）整備中 

６月～越戸川６号幹線（産業通り部）工事発注 

【中丸川排水区，駒生川第４排水区，鬼怒川関連排水区】 

５月～実施設計業務委託発注 

【江川第４排水区】 

９月 基本設計業務委託発注 

 

◆新川調節池の円滑な整備推進 

⇒ 江曽島調節池流入部の築造，今宮調節池の用地取得 

７月～今宮調節池の用地取得，測量業務・地質調査の発注 

 

<流域（貯める）対策> 

◆効果的な道路冠水軽減対策の推進 

⇒ 透水性舗装などの軽減対策の実施 

９月 透水性舗装などの工事完了（御幸ケ原町ほか５箇所） 

⇒ 道路冠水対策の検討 

（宝木町２丁目，下荒針町，白沢町，下岡本町） 

５月～道路冠水原因の調査開始 

８月～道路冠水軽減に向けた対応策の検討 

 

◆田川・姿川流域公園への貯留施設設置の推進 

⇒ 公園貯留施設設置の検討 

１０月「田川・姿川流域公園貯留施設設置検討調査業務委託」完了 

⇒ 水上公園貯留浸透施設整備工事の実施 

６月 「水上公園貯留施設実施設計業務委託」完了 

８月 水上公園貯留浸透施設整備工事（総合治水・雨水対策事業）発注 

１１月「水上公園貯留浸透施設整備工事（総合治水・雨水対策事業）」着手（予定） 

 

<減災・水防（防ぐ・備える）対策> 

◆避難情報伝達体制の強化 

⇒ 登録制防災メールや防災ラジオなどの普及促進の実施 

４月～登録制防災メールのパンフレット設置に向けた，携帯電話販売店等への協力依頼 

６月～携帯電話販売店等へのパンフレット設置 

⇒ 改訂版「わが家の防災マニュアル」の周知 

１０月 改訂版「わが家の防災マニュアル」配布（新聞折込み）【配布：約１４万部】 

 

◆避難所体制の強化 

⇒ 「避難所ガイドライン」の作成・周知 

７月～避難所ガイドライン感染症対策編（＊）の作成，周知 

＊ 市として，新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた「避難所開設・運営シミュレーション訓

練」を実施し，当該訓練の結果を反映させた避難所ガイドライン 
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⇒ 災害情報共有システムの活用 

５月～共有システムの構築 

６月 共有システムのシステム確認・試験運用 

７月 運用に伴う研修の実施，システム運用開始 

⇒ 備蓄の拡充 

５月～備蓄品（感染症対策物資）の調達 

９月 備蓄避難所等への物資拡充（５０か所の物資を５０人分から１００人分に拡充） 

⇒ 避難所開設・運営体制の強化 

８月 風水害時に優先的に開設する避難所（４８か所）及び運営従事職員の選定 

９月 市（地域防災拠点，避難所運営従事職員），地域，避難所施設管理者との打合せ実施 

避難所運営従事職員への研修実施 
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協働によるまちづくりの

推進 

 

（みんなでまちづくり課）

 

●まちづくり活動応援事業の推進 

◆市民，団体等の積極的な参加促進と活動の活性化 

⇒ 事業説明会やＩＣＴを活用した事業内容の周知 

⇒ 参加促進に向けた具体的な方策の検討 

４月～アプリ・ＷＥＢ参加者のポイント交換の開始 

各種媒体（ＨＰ，ＳＮＳ，パンフレット等）を通じた事業周知及び理解促進 

    活動者へのアンケートの実施（～９月末まで） 

５月～紙参加者のポイント交換の開始 

地域団体，ＮＰＯ，企業等への活用依頼の実施 

６月～宇都宮市地域活動ガイドラインの周知 

９月 ポイント交換受付終了 

活動者アンケート結果のとりまとめ 

１０月～実施団体へのヒアリング及び活動事例集の作成の実施（コロナ禍における活動実態，今後

の活動状況など） 

実施団体へのアンケートの実施（コロナ禍における活動の継続性や事業の有効性等の把 

握）（１１月末まで） 

    事業ＰＲ動画の作成 

１月 活動事例集・事業ＰＲ動画の情報発信（予定） 

●自治会への加入促進と活性化の支援 

◆地域の実情に応じた加入促進 

◆自治会相互の顔の見える関係づくり 

⇒ 集合住宅居住者等への加入促進のモデル自治会での取組実施 

⇒ 自治会共通の課題解決に向けたワークショップの開催 

４月 業務委託に向けた事業内容の整理（仕様書，業者選定方法） 

６月 宇都宮市自治会連合会への事前説明（協力依頼） 

７月 事業者の決定 

 ８月～自治会加入に向けたアドバイザーの派遣開始（モデル自治会） 

１０月～自治会活性化支援事業開始（講座等の開催） 
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女性活躍の推進 

 

（男女共同参画課） 

（産業政策課） 

（住宅課） 

 

●企業等との連携による女性活躍事業の推進 

◆インターンシップ事業等の実施手法の検討と効果的な周知啓発 

⇒ 大学生を対象とした，インターンシップ及び経営者等との交流会事業の実施 

４月～インターンシップ及び交流会事業の実施手法検討 

８月～市内大学・短大へリーフレットの配布【配布：８校】 

１０月 第１回「みやシャイン女性活躍推進協議会」開催 

１１月～インターンシップ及び交流会事業への参加学生の募集開始，受入企業の募集・開拓（予定）

●女性の就労・居住の促進 

◆オフィス企業立地支援補助金の利用促進 

⇒ 東京圏のオフィス企業を対象とした本市への立地促進 

４月 オフィス企業立地支援補助金の補助要件を拡充（ＩＣＴ関連企業に対する賃借料，通信回

線使用料に係る補助の拡充） 

１０月 東京都港区虎ノ門に「宇都宮サテライトオフィス」を開設 

◆家賃補助制度等の利用促進策の検討 

⇒ 女性の移住・定住を促進する住宅施策の周知と仕組みの充実 

４月～家賃補助制度の申請受付開始，事業ＰＲの開始 

５月～現行制度の効果検証を踏まえた仕組みの検討 
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Ⅳ 「魅力創造・交流の未来都市」の実現に向けて（魅力・交流・文化 分野） 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

12 

大谷周辺地域の振興と大谷

石文化の魅力発信 

 
（都市魅力創造課） 
（観光交流課） 
（農業企画課） 
（農林生産流通課） 
（道路建設課） 
（文化課） 
（地域政策室） 

●地域資源を活かした持続可能な地域振興の推進 

 ◆「大谷夏いちご」の安定した生産体制の構築 

⇒ 夏秋いちごの安定した生産体制の確立 

４月～上駒生地区におけるほ場整備の推進 

    冷熱エネルギーモニタリング調査（３期）の開始 

５月 大谷地区の夏秋いちご生産者３者により，「大谷夏いちごブランド推進協議会」を設立 

８月～参入希望企業に対する参入エリアの提案及び円滑な就農に向けた地元調整の実施 

⇒ ほ場整備事業の推進 

４月 事業認可 

共同施行体地区委員の選定 

５月 上駒生ほ場整備に係る地元説明会 

８月～ほ場整備事業に向けた地元と参加希望企業（２社）との調整 

 

◆冷熱エネルギー等を活用した新たな事業の具体化 

⇒ 半地下型ハウスでの円滑な調査・研究の実施に向けた民間事業者等との連携・支援 

４月～半地下型ハウス（＊）での冷熱エネルギー等の効果的な活用に向けた研究開始（大谷夏い

ちごの栽培） 

＊ 採取場跡地内に賦存する冷熱エネルギーの活用に加え，保温性の高い半地下ハウス等のエネル

ギー効率の高い設備導入により，ランニングコストの低減や夏いちごの品質安定等を図るための

研究を行うもの。 

 

●観光地域づくりを支える機能・基盤の充実 

 ◆観光交通ネットワークの向上 

⇒ 道路改良に向けた詳細設計や，スマートシティと連携した観光交通社会実験の実施 

４月～新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた社会実験の実施時期・内容の精査 

５月～市道６３２・６３５号線道路改良における測量設計の実施 

１０月 観光型ＭａａＳと連携した観光交通社会実験の実施  

 

 ◆大谷観光周遊拠点施設の整備 

⇒ 用地確保や開発許可に必要な調査・測量，施設の設計等の実施 

７月～旧大谷公会堂解体保存工事 

    大谷観光周遊拠点施設整備に向けた測量業務 

１０月 旧大谷公会堂の解体・保存完了 

 

●『日本遺産 大谷石文化』の魅力発信の推進 

◆「日本遺産 大谷石文化」の普及と地域活性化 

◆「宇都宮市大谷石文化推進協議会」を核とした官民連携の促進 

⇒ 日本遺産魅力発信事業の実施 

⇒ 協議会の運営 

４月 ホームページ・インスタグラム・ツイッターによる情報発信 

    市民ホールにおける大谷石文化パネル展開催 

５月 宇都宮市大谷石文化推進協議会第２回会議 

８月 事業者決定(ガイド中級講座・大谷石文化学) 

１０月 ガイド中級講座 第１・２回開催【全５回，参加者２１名】 

日本遺産フェスティバルｉｎ今治でのＰＲ活動 

 

13 

魅力ある景観づくりの推進

 

（景観みどり課） 
（ＬＲＴ企画課） 
（ＬＲＴ整備課） 
（都市魅力創造課） 

●ＬＲＴ沿線における景観形成の推進 

◆ＬＲＴ沿線における地域特性に応じた景観形成の推進 

⇒ 宇都宮駅東口・駅周辺区間における景観形成に係る指針の作成等 

５月～地元関係者との意見交換に向けた地権者調査 

８月～自治会長等との意見交換，事業説明 

⇒ 市街化調整区域区間における屋外広告物の規制・誘導 

 ４月～具体的な規制手法や対象エリアの検討 
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⇒ 清原工業団地区間における景観形成手法の検討 

８月～清原工業団地管理協会との意見交換，事業説明 

１０月 清原工業団地内に立地する企業へアンケート協力依頼 

 

●景観形成重点地区指定に向けた取組の推進 

 ◆大谷地域における地権者や建築関係団体等の理解促進 

⇒ 景観形成重点地区の指定に向けた説明会等の実施 

７月 城山地区連合自治会への説明 

 ９月～地権者説明会の開催 

１０月 都市計画審議会において審議 

    景観審議会において審議 

１１月 景観形成重点地区指定の告示（予定） 

１２月 宇都宮市景観条例一部改正の提案（予定） 

 １月 施行（予定） 

 

◆釜川の資源や魅力を生かした景観づくりに向けた地元の理解促進 

⇒ 地元協議会と連携した景観形成基準や景観づくり活動の検討 

４月 釜川周辺地区景観づくり推進協議会との意見交換 

 

●大谷石建築物の保全・活用の推進 

◆大谷石建築物の保全・活用による景観の保全・創出 

⇒ 実施方策の検討 

４月～保全・活用に向けた実施方策の検討 
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歴史文化資源の保存・活用

 

（文化課） 

 

●みや遺産（市民遺産制度）の推進 

◆制度の本格実施に向けた市民や地域等の機運醸成 

⇒ 効果的な周知活動 

⇒ 円滑な制度運用 

４月～地域まちづくり推進協議会制度説明 

５月～宇都宮市自治会連合会制度説明 

７月  募集開始（～９月末） 

広報紙，ホームページ掲載 

９月 応募締切【応募件数：１０件】 

１０月 宇都宮市民遺産会議委員の委嘱 
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Ⅴ 「産業・環境の未来都市」の実現に向けて（産業・環境 分野） 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

15 

持続的な産業振興の推進 

 

（商工振興課） 

（産業政策課） 

（中央卸売市場） 

（政策審議室） 

●東京圏における交流・活動機能の強化   

 ◆東京圏における交流・活動拠点の設置と事業構築 

⇒ 適切な設置場所の選定と効果的な事業活動の実施 

 ８月 入居施設との契約締結 

１０月 東京都港区虎ノ門に「宇都宮サテライトオフィス」を開設 

    対面形式と動画配信を併用した本市ＰＲイベントの開催 

【参加人数：対面形式３０名，動画配信視聴１００名】 

 

 ◆東京圏における新たな人的ネットワークの構築とビジネスマッチングの支援 

⇒ ビジネスマッチングの支援などを行うビジネスコーディネーターの活用とネットワークを構

築する交流会の実施 

７月 コーディネート業務の委託契約締結 

１０月 市職員とビジネスコーディネーターによる企業訪問を開始し，プロモーションを実施 

【訪問・対応件数：市外１００件，市内１５件】 

 

●本市産業を牽引するベンチャー企業の成長支援 

◆企業の事業成長に資する人的マッチング機会の創出 

⇒ 東京圏でのマッチングイベントの開催や個別マッチングの支援 

 ７月 ベンチャー企業等成長支援業務の委託契約締結 

 ８月 ベンチャー企業等の公募開始 

１０月 ベンチャー企業等の公募締切【応募件数：４４件】 

 

●雇用就労の促進 

 ◆就職率向上と定着促進 

⇒ 就職支援事業の実施 

４月～就職相談の実施【参加者数：２００人】 

６月～就職支援セミナーの実施【参加者数：延べ３３６人】 

 

 ◆ＵＪＩターン就職のさらなる促進 

⇒ ＵＪＩターン就職支援事業の実施 

４月～ＵＪＩターン人材確保支援補助金受け入れ登録企業募集【登録：３事業者】 

１０月 ＵＪＩターン人材確保支援補助金交付決定【１件】 

 

●中小企業振興の推進 

 ◆ＩＣＴ利活用促進事業全般の周知・普及促進 

⇒ ＩＣＴ利活用促進セミナーの実施 

６月～毎月１回開催【参加者数：累計１９名】 

⇒ ＩＣＴ利活用促進補助制度の周知，交付申請受付 

 ４月～申請受付 【受付件数：３件】 

⇒ 中心商業地におけるキャッシュレス決済の普及促進 

 ７月 ＱＲコード決済の統一規格「ＪＰＱＲ（＊）」申込説明会を，宇都宮商工会議所と共催で

実施【参加者：４事業者】 

＊ 一般財団法人キャッシュレス推進協議会が策定した決済用の統一ＱＲコード 

 

◆円滑な事業承継促進のための新たな支援策の検討 

⇒ 事業承継促進に係る各種セミナーの開催 

 

●中央卸売市場の再整備 

◆賑わいエリア整備の推進 

⇒ 整備方針の作成 

４月～民間事業者への意向調査の実施 

５月～事業化手法のとりまとめ，課題の抽出（市場用地の取扱，事業主体，事業内容等） 

７月～関連事業者向け説明会の実施 

８月～飲食，物販，物流など市場の活性化や収益向上に寄与する機能の検討 
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16 

「農業王国うつのみや」の

推進 

 

（農業企画課） 

（農林生産流通課） 

（都市魅力創造課） 

●稼げる農業経営体の確保・育成 

◆実効性のある人・農地プラン（担い手への農地集積・集約化を図るための将来方針）の策定 

⇒ 地域における検討支援 

４月～人・農地プラン策定地区（２８地区）に対する地域農業者の現状や営農意向の見える化（地

図化）の実施 

６月 認定農業者等への「人・農地プランへの登載意向調査」実施 

７月～人・農地プラン登載希望者に対する地域会合への参加促進 

８月～地域会合における検討を支援（Ｒ２．１０末現在 城山地区など１４地区） 

 ９月～人・農地プランへの登載申請受付 

 

◆関係機関と連携した伴走型支援の仕組みの構築 

⇒ 伴走型支援の試行実施及び効果の検証 

６月～「伴走型支援」試行実施対象者（１２経営体）の選定及び試行実施 

昨年度に伴走型支援を試行実施した経営体（４経営体）への効果ヒアリング及び伴走型支

援の制度構築に向けた中小企業診断士や先進農家（３経営体）との意見交換の実施 

８月～県による伴走型支援の活用促進 

 

●農業の生産力の向上 

◆水田再整備・大区画化の促進 

⇒ 地域の機運の醸成 

６月 認定農業者等に対する「人・農地プランへの登載意向調査」と合わせた事業ＰＲの実施 

集落営農検討に係る地域会合及び農業委員会総会における事業ＰＲの実施 

７月 大区画化の意向がある城山地区の農業者への事業説明 

８月～人・農地プランに係る地域会合における大区画化の提案 

（１４地域に呼びかけ，城山地区約１６ｈａの意向を確認） 

⇒ 事業計画の策定と実施に向けた支援 

５月 国庫補助採択決定・事業費の決定（上横田地区） 

６月 補助金交付申請（上横田地区） 

７月 地権者と工事実施に向けた現地立ち合いを実施（上横田地区） 

１１月 農家による畦畔除去作業着工（上横田地区）（予定） 

 

◆農業用ＩＣＴ機器の普及促進とＩＣＴを活用した利水調整の強化 

⇒ ＩＣＴ環境測定機器を活用した，いちご，トマトのモデル栽培事業の実施 

 ７月～栽培技術講習会開催（第１回：育苗管理のポイント，第２回：定植直後の管理方法， 

第３回：生育調査の実施方法）※モデル栽培取組農家 いちご１２戸，トマト８戸 

⇒ 稲作等の生産コスト低減のためのドローン等機械の導入支援 

 ６月～広報紙等で補助事業を周知し，随時申請を受付 

⇒ 土地改良区による円滑な利水調整の実施 

６月～うつのみや中央土地改良区が管理している堰への取水量遠隔監視システム導入に向けた 

改良区との打合せ 

１１月 取水量遠隔監視システム構築業務委託発注（予定）（うつのみや中央土地改良区発注） 

 

◆大谷夏いちごの産地化の促進 

【人・農地】 

⇒ 夏秋いちごの安定した生産体制の確立（再掲）※Ⅳの柱，№１２ 

⇒ ほ場整備事業の推進（再掲）※Ⅳの柱，№１２ 

【技術】 

⇒ 夏秋いちごの安定した生産体制の確立（再掲）※Ⅳの柱，№１２ 
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●農業の販売力の向上 

◆販路拡大に向けたマーケティング力の強化 

⇒ マーケティング調査の実施 

４月～マーケティング調査品目選定のための統計調査（～７月） 

８月～市場の拡大性や生産のしやすさについて，首都圏の市場関係者やＪＡ等の関係機関へ 

ヒアリングを実施（～１０月）【実施件数：５者】 

１１月～ 対象品目の選定及びＰＥＳＴ分析の実施（予定） 

⇒ 販売力向上講座の開催 

９月 オンライン講座の参加者募集 

９月～オンライン講座開催（～１０月）【受講者：３５名】 

１２月 動画サイトでの公開（予定） 

⇒ 市内給食事業者等へのヒアリングの実施 

４月～２３事業者にヒアリング実施（～１０月）【マッチング１０者，マッチング成立４者】 

⇒ 海外輸出に向けた取組 

１１月～タイでの継続販売（２品目）（予定） 

⇒ 首都圏の流通事業者を招いたセミナーの開催 

４月～流通事業者の情報収集 

 

◆ブランド力の向上と効果的なＰＲの実施 

⇒ 統一マークの活用促進に向けた取組 

５月 大谷夏いちごを宇都宮産ブランド農産物として認定 

１０月 大谷夏いちごについて統一マークの活用によるＰＲ開始 
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ＳＤＧｓ未来都市の推進 

 

（環境政策課） 

（政策審議室） 

（産業政策課） 

 

●宇都宮市ＳＤＧｓ人づくりプラットフォームを通じたＳＤＧｓの推進 

◆市民等に対する効果的な周知啓発と市域内における実践行動の促進 

⇒ ＳＤＧｓ人づくりプラットフォームの運営及びＳＤＧｓの認知度向上や実践促進に向けた各

種取組の実施 

５月～ＨＰを通じた会員の公表 

６月 新型コロナウイルス感染症拡大防止に向けた取組等に関するアンケートの実施 

（会員１６３団体に対し実施） 

７月 第２回ＳＤＧｓ人づくりプラットフォーム運営本部会議 

    令和２年度事業計画及び予算の決定 

７月～会員が主催する勉強会等の情報提供 

 ８月～ＳＤＧｓ出前講座・オンラインセミナー・ＨＰ作成の検討 

１０月～ＳＤＧｓ出前講座の実施 

 

●地域新電力による再生可能エネルギーの地産地消の推進 

◆地域新電力会社の設立に向けた円滑な事業の推進 

⇒ 事業パートナーの募集・選定及び事業計画の策定 

４月 環境省への提案応募 

５月 地域新電力会社設立支援アドバイザー業務に係る事業者募集 

７月 環境省補助事業採択 

７月～地域新電力会社設立支援アドバイザー業務の実施 

事業パートナーの募集・選定に係る検討 

１１月～事業パートナーの募集開始（予定） 

 

●トランジットセンター等への低炭素技術導入の推進 

◆ＬＲＴ整備等と連携した低炭素技術の円滑な導入 

⇒ トランジットセンターへの導入設備の検討・選定 

４月～清原工業団地ＴＣへの低炭素設備の導入に向けた必要容量や整備スケジュール等の検討 
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Ⅵ 「交通の未来都市」の実現に向けて（都市空間・交通 分野） 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

18 

拠点化の促進 

【立地適正化計画の推進】

 

（都市計画課） 

（市街地整備課） 

（住宅課） 

●都市機能等の適正な誘導推進 

◆都市機能誘導策等の展開・充実 

⇒ 都市機能誘導策等の活用促進 

４月～都市機能誘導に資する補助申請に向けた事業者との事前 

協議等の実施【事前協議件数：２件】 

⇒ 居住・都市機能誘導の充実に向けた民間ニーズ等の把握 

４月～民間事業者等に対するヒアリング等の内容や対象者等についての検討・整理 

８月～民間事業者等へのヒアリング調査の実施 

 

◆市街化調整区域における地区計画制度の活用促進に向けた地域の取組支援 

⇒ 地区計画制度の活用促進 

４月～地区計画制度活用に向けた地元組織の取組支援（国本西小学校周辺地区） 

地区計画制度の活用に関する事業者からの相談対応 

５月 岡本西小学校周辺における地区計画に関する都市計画決定（さつきタウン奈坪） 

 

●誘導区域への居住の促進 

 ◆支援制度の活用に向けた周知啓発の強化 

 ◆住宅施策の実施，民間を活用した新たな住宅施策の検討 

⇒ 家賃補助等の実施による居住誘導の促進 

４月～居住誘導支援の実施（住宅取得，家賃補助，フラット３５地域活性化型など） 

    居住誘導支援の事業ＰＲ（市内不動業者などの関係団体，東京の移住・定住窓口など） 

    新たな住宅施策の検討 

 

19 

中心市街地活性化の推進 

 

（地域政策室） 

（市街地整備課） 

●「第３期中心市街地活性化基本計画」に基づく事業の推進 

◆中心市街地の更なる活性化の推進 

⇒ 官民一体となった各種中心市街地活性化事業の推進 

４月～各種中心市街地活性化事業の実施（オープンカフェ事業，空き店舗活用事業，大谷石を活

用した賑わい創出事業など） 

６月～国の道路占用許可に係る緩和措置を活用し，テラス営業等を可能とする「ストリート・デ

ザイン・テラス」の実施【参加店舗：２４店舗】 

７月～河川等公共空間の利活用促進に向けた社会実験 

「ＫＡＭＡＧＡＷＡ ＹＡＲＤ」の実施【参加店舗数：１０店舗】 

    （釜川欄干のバーカウンターの活用，釜川ふれあい広場における多様な活動の促進） 

    中心市街地活性化協議会総会における第３期中活計画の周知 

９月～「ＫＡＭＡＧＡＷＡ ＹＡＲＤ」の期間延長（～９月２７日まで⇒～１月１７日まで） 

    「カマガワクリエイティブエリア促進プロジェクト(カマクリプロジェクト)」の取組開始

１０月 「カマクリ協議会」の設立 

 

◆ＬＲＴの導入等を見据えた官民一体となった事業の推進 

⇒ 「ＬＲＴまちづくり部会」において「ＬＲＴまちづくりビジョン」の策定に取り組むなど，関

係者の機運の醸成 

６月～ＬＲＴまちづくり部会の開催 

宇都宮まちづくり推進機構において「ＬＲＴまちづくり研究会」を設置 

     

●「タウンマネジメント機能」の強化 

◆実効性の高い「タウンマネジメント機能」の構築 

⇒ 中心市街地活性化協議会における検討 

７月 中心市街地活性化協議会総会において取組の進め方について検討 

 ８月～関係者間の共通認識を図る勉強会の講師として，タウンマネージャーの候補となる人材を

選定・調整 
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●ＪＲ宇都宮駅西口周辺地区整備の推進 

◆魅力ある駅前広場づくりに向けた検討の推進 

⇒ 整備基本計画の策定に向けた配置計画の検討 

４月～駅前広場等の交通影響について関係機関との協議 

６月～基礎調査（現地測量，公図調査）の実施 

１０月～駅前空間のコンセプト等の検討 

 

◆周辺まちづくりの推進に向けた市民との合意形成の促進 

⇒ 駅西口の再開発事業検討地区における協議会への活動支援等 

４月～ＪＲ宇都宮駅西口地区まちづくり協議会へのコンサルタントの派遣 

６月 役員会・定例総会の開催 

７月～役員会及び意見交換の実施 

（駅西口ＬＲＴ導入ルートを見据えた周辺まちづくりについて） 

 

20 

ＪＲ宇都宮駅東口地区整

備の推進 

 

（駅東口整備室） 

（観光交流課） 

 

●県都の玄関口にふさわしい地区整備の推進 

◆コンベンション施設の整備推進 

◆魅力ある景観形成 

⇒ コンベンション施設の売買契約の締結，着工，設置条例の制定のほか，国庫補助活用に向けた

計画を策定 

⇒ ＬＲＴ導入空間を含めた地区全体の一体感の形成 

７月 コンベンション施設の実施設計完了の報告，本市の要求水準書等との適合の確認 

    低炭素まちづくり計画の策定・公表 

 ８月 コンベンション施設売買仮契約の締結 

９月 コンベンション施設の財産取得に関する市議会の議決（売買契約の締結） 

１０月 コンベンション施設の着工 

１２月 コンベンション施設の設置に関する条例案の提案（予定） 

 

●コンベンション施設への催事の誘致活動の強化 

◆催事誘致の強化 

⇒ 宇都宮駅東口地区整備事業ＰＲ業務の実施，催事誘致の強化に向けた推進体制の検討 

７月 コンベンション施設開館前準備業務の発注 

８月 直接訪問やウェブを用いた催事誘致の営業開始 

１０月 コンベンション施設のホームページ作成業務，及び予約管理システム構築等業務，ＶＲア

プリケーション等作成業務の発注 

 

21 

公共交通ネットワークの

充実 

 

（交通政策課） 

（ＬＲＴ企画課） 

（ＬＲＴ整備課） 

●駅東側のバス路線再編 

◆「地域公共交通再編実施計画」の策定 

⇒ 再編後のバス路線の運行内容に関する関係機関との合意形成 

４月～既存路線を含む再編後のバス路線全体の運行ルート，運行本数等の詳細に関するバス事業

者や周辺自治体等との協議の実施 

３月 地域公共交通再編実施計画の策定（予定） 

 

◆再編後のバス路線の市民・企業等への周知 

⇒ 地区別説明会等の実施 

４月～清原工業団地総合管理協会へのバス路線再編の検討状況の報告 

    地区別説明会開催の検討 

１０月 清原工業団地内の企業へのバス路線再編の検討状況の報告 

 

◆再編後のバス路線の維持・存続に向けた行政支援策の構築 

⇒ 新たな行政支援策の構築 

４月～バス路線再編の円滑な実施や再編後の路線の維持・存続に向けた新たな行政支援策の検討

 

●駅西側のバス路線再編 

◆駅西側のＬＲＴ導入に合わせたバス路線再編素案の検討 

⇒ ＬＲＴの整備区間の検討と合わせた再編案の検討 

４月～大通り区間におけるバスとＬＲＴとの適切な役割分担の検討 
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●交通ＩＣカードの円滑な導入 

◆地域独自サービスの決定と地域連携ＩＣカードの所有率の向上 

⇒ 地域独自サービスの詳細検討，システム構築 

４月～上限運賃制度，高齢者外出支援事業などの行政サービスの詳細の検討 

「宇都宮ＩＣカード導入検討協議会」における交通ポイントサービスなどのサービス内

容の検討 

地域独自サービス実現のための地域連携ＩＣカードシステムの開発 

３月～ＩＣカードの利用開始（路線バス）（予定） 

地域独自サービスの開始（順次） 

⇒ ＩＣカードの普及促進策の実施 

４月～「宇都宮ＩＣカード導入検討協議会」における地域連携ＩＣカード普及促進策の検討 

    カード名称・デザインの検討 

８月 カード名称・デザインの決定・公表 

９月～バスカードの販売・利用終了やバスの乗降方法変更等の周知 

１０月～地域独自サービス（高齢者外出支援事業のＩＣカード化等）についての周知 
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ＬＲＴ整備の推進 

 

（ＬＲＴ企画課） 

（ＬＲＴ整備課） 

（建設用地室） 

（地域政策室） 

（交通政策課） 

（都市計画課） 

（市街地整備課） 

●ＪＲ宇都宮駅東側のＬＲＴ整備 

◆ＬＲＴ整備の計画的な実施 

⇒ ＬＲＴの整備 

４月～ＬＲＴ整備工事 

    ・鬼怒川橋りょう工事（前年度より継続） 

    ・鬼怒川周辺等の高架構造物工事（〃） 

    ・清原工業団地内の軌道工事等（〃） 

    ・車両基地工事（〃） 

    ・車両製造（〃） 

５月 ゆいの杜付近の道路工事 

第１６回ＬＲＴデザイン部会の開催 

６月 第２６回芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会の開催 

清原工業団地内の停留場新築工事（清原工業団地北・作新学院北） 

７月 第１７回ＬＲＴデザイン部会の開催 

第２回芳賀・宇都宮ＬＲＴ停留場名称検討委員会の開催 

８月 第１１回ＬＲＴ車両部会の開催（車両製造状況の報告等） 

第２７回芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会の開催 

９月 清原工業団地内へのレール敷設 

１０月 第３回芳賀・宇都宮ＬＲＴ停留場名称検討委員会の開催 

 

●ＪＲ宇都宮駅西側のＬＲＴ導入 

◆ＬＲＴの事業化に向けた検討 

⇒ 事業化に向けた交通結節点や道路空間再編等の検討，関係機関との協議・調整 

６月 第４回ＬＲＴまちづくり部会の開催 

７月 第５回ＬＲＴまちづくり部会の開催 

第７回交通結節点等基盤整備部会の開催 

７月～駅西口ＬＲＴ導入ルートに係るまちづくり関係者との意見交換等 

８月 第２７回芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会の開催（再掲） 
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●ＬＲＴ沿線のまちづくりの推進 

◆ＪＲ宇都宮駅東側におけるＬＲＴ沿線まちづくりの推進 

⇒ （仮称）平出町トランジットセンターゾーンにおける拠点形成 

５月～栃木県（都市計画課，都市整備課，農地整備課）との協議 

７月～国（宇都宮国道事務所），栃木県警察本部， 

    栃木県（宇都宮土木事務所）との協議 

８月 「（仮称）平出町トランジットセンターゾーン整備基本方針」の策定・公表 

９月 平石地区住民説明会の開催 

対話型市場調査の着手 

⇒ 清原地域の各電停周辺のまちづくり検討 

８月～地域との意見交換を実施 

⇒ 市街化区域の停留場周辺（誘導区域内） 

８月～居住・都市機能誘導の充実に向けた民間事業者等へのヒアリング調査の実施 

 

◆ＪＲ宇都宮駅西側におけるＬＲＴ沿線まちづくりの推進 

⇒ ＬＲＴまちづくりビジョンの検討 

６月 第４回ＬＲＴまちづくり部会の開催 

７月 第５回ＬＲＴまちづくり部会の開催 

８月 第２７回芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会の開催（再掲）（ビジョンの検討状況報告）

 

●ＬＲＴ事業に関する市民理解の促進 

◆ＬＲＴ事業の進捗に合わせた効果的な情報発信と機運の醸成 

⇒ 情報発信と市民協働の取組 

４月～広報うつのみやへの記事掲載（毎月） 

    本庁舎１階ガラスブースの展示 

    市ホームページ，ＬＲＴ専用ホームページの随時更新 

    交通未来都市うつのみやオープンスクエア運営 

    オープンスクエア公式Ｆａｃｅｂｏｏｋの運営 

    市政情報番組（ラジオ）を通じた発信 

    出前講座の実施（随時） 

    ＬＲＴラッピングバスの運行【１台３系統】 

    バンバビジョン等での事業ＰＲ動画上映 

    市民応援団ｔｅａｍＮＥＸＴの募集（随時） 

    工事情報（vol.12-2：ゆいの杜）の発信 

５月 第１６回ＬＲＴデザイン部会の開催（再掲） 

６月 第２６回芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会の開催(再掲) 

７月 シンボルマーク公表 

工事情報（vol.16：鬼怒通り）の発信 

第２回芳賀・宇都宮ＬＲＴ停留場名称検討委員会の開催 

８月 第２７回芳賀・宇都宮基幹公共交通検討委員会の開催(再掲) 

９月 シンボルマークＰＲ動画公開 

工事進捗ＰＲ動画 vol.１公開 

停留場壁面個性化ワークショップ（清原第１回）開催 

１０月 第３回芳賀・宇都宮ＬＲＴ停留場名称検討委員会の開催 

ベルモールへ敷地内における車両遊具設置 

ＪＲ宇都宮駅東口覆工板にて車両外観デザインを掲出 

清原中央小学校５年生等による工事現場見学の実施 
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■ 都市経営の推進に関するもの 

No 
事 業 名 

（所管課） 

●令和２年度の主な事業内容 

⇒令和２年度事業内容の達成のための取組（１０月末現在） 

23 

スマートシティの推進 

 

（情報政策課） 

（政策審議室） 

（保健福祉総務課） 

（高齢福祉課） 

（健康増進課） 

●地域情報化の推進 

◆市民サービスの向上 

⇒ ＡＩを活用した自動応答サービスの対象業務拡充 

６月～ＬＩＮＥを活用したＡＩ自動応答サービスの対象分野拡充に向け市民からの問い合わせ

内容等を分析 

 ８月～「子ども子育て」分野の次に拡充する分野の選定 

１０月 拡充分野の構築開始 

⇒ マイナポータルを活用した行政手続きのオンライン化 

４月 対象業務の選定(子育て・介護・災害分野) 

５月～オンライン化開始時期の調整及び必要な機器の選定 

 

◆地域社会の活性化 

⇒ ５Ｇ，ＩｏＴ等を活用した地域産業の生産性向上等 

４月～経営力強化・生産性向上のためのＩＣＴ利活用拡大に係る各種補助金の申請受付 

８月～栃木県産業振興センター等産業支援団体や市内ＩＴ企業，市民活動団体などへのヒアリン

グを実施 

１０月～産業界や市民活動の情報化に係る現状と課題の整理 

 

◆ビッグデータを活用した施策・事業の導出 

⇒ 地域別データ分析結果等のビッグデータを活用した施策・事業の導出 

４月～地域別データ分析（地域の健康課題の抽出等）の取りまとめ              

８月 外部アドバイザー等による評価 

９月 地域別データ分析ブックの完成・公表 

１１月～社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会や自治会連合会等への説明（予定） 

⇒ ＥＢＰＭ（＊）の推進によるビッグデータ分析力の向上 

７月 ＥＢＰＭを実践するケーススタディ対象事業の選定 

ＥＢＰＭの進め方等について検討 

９月 外部アドバイザーと連携したＥＢＰＭ実施手法の検討 

＊ Evidence-based Policy Makin：エビデンスに基づく政策立案 

 

◆行政運営の効率化・高度化 

⇒ テレワーク(在宅勤務，モバイルワーク，遠隔会議)の導入・拡充 

 ４月 遠隔会議について，環境整備及び運用開始 

    在宅勤務について，既存環境で実施可能な運用ルール等の整理及び運用開始 

 ５月 在宅勤務について，庁内と同様の業務執行に向けた費用等の精査 

 ９月 在宅勤務の拡充を決定 

１０月 在宅勤務拡充に必要な機器の調達開始 

（参考）在宅勤務について，緊急事態宣言期間を含むピークの期間（４／２１～５／３１）におい

て，のべ４，７４５人が実施し，約７．４％の出勤の削減が図られた。 

 

⇒ ＩＣＴを活用した窓口業務等の効率化 

 ６月～タブレット端末を活用した外国語翻訳サービスについて，新たに５箇所で運用開始 

入力事務等の効率化に向けたＲＰＡについて，所管課へのヒアリングなど導入候補業務

の選定 

保育園の登降園管理業務等におけるＩＣＴ活用実証 

１０月 ＲＰＡ導入作業開始，道路・公園・河川の危険箇所等に関する市民からの通報システムの

構築開始 

 

●Ｕスマート推進協議会における取組の推進 

◆実証実験の円滑な実施に向けた支援 

⇒ 協議会の運営 

６月 臨時総会（事務局運営に係る市交付金申請） 

８月 第１回総会（令和２年度実証実験事業計画等） 

 

◆社会実装に向けた持続可能な仕組みづくり 

⇒ 大谷地域における観光型ＭａａＳ（＊）プロジェクトの実施 

６月 国庫補助金活用に向けた事業提案の実施 

(国土交通省日本版ＭａａＳ推進・支援事業に採択（７月）） 

８月 実証実験事業計画の策定 
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１０月 観光型ＭａａＳ実証実験の実施 

＊ 「ＭａａＳ」とは，一つのアプリやウェブサイトで複数の交通手段の予約や支払いができる仕

組みのこと。 

 

⇒ 地域内交通運行・予約システム導入プロジェクトの実施 

 ８月 実証実験事業計画の策定 

今秋以降～ 実証実験の実施（予定） 

⇒ カーシェアリング走行データ利活用プロジェクトの実施 

８月 実証実験事業計画の策定 

１０月 観光型ＭａａＳ実証実験の実施と合わせて実証実験を実施 

⇒ 顔認証技術等を活用した来訪者の回遊促進プロジェクト 

８月 実証実験事業計画の策定 

１２月～ 実証実験の実施（予定） 

⇒ ＡＩカメラ・センシング・デジタルサイネージ等による情報発信・データ分析プロジェクト 

６月 国庫補助金活用に向けた事業提案の実施 

(国土交通省スマートシティ先行モデルプロジェクトの継続事業支援対象に採択（７月））

８月 実証実験事業計画の策定 

１２月～ 実証実験の実施（予定） 

⇒災害避難所エネルギーマネジメントプロジェクト 

 ８月 事業計画の策定，シミュレーション等の実施 

 

 


